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心と社会 

心と身体 

社会学 E：相互行為とコミュニケーションの社

会学

教育学：臨床教育学の諸問題 

人間 

主題：自己形成と他者をめぐる問題

心心理理学学分分野野のの概概要要：：心理学は心の働きや行動について実証的に明らかにしようとする学問です。心理学に

は、教育心理学、発達心理学、社会心理学、認知心理学、臨床心理学など様々な領域があります。上記の

コア科目のうち、「心理学 D」、「心理学 I」では、心理学の基礎を幅広く学習することができます。また、「心

理学 F」ではでは心理的発達と対人関係との関連について学びます。「心理学 H」では臨床心理学の基礎を、

主題「心の健康と援助-A」，「心の健康と援助-B」では臨床心理学の観点から心の健康について学びます。

心理学や心の働きと関連の深い学問領域やテーマについては、上記の関連科目で学習することができます。 

主題：子どもの視座から教育を考える

哲学 D：哲学の基本問

題
論理学 A：論理学入門 

倫理学 C：倫理学の基礎 

生物学 B：基礎生物学 研究の方法

統計学 A：統計学入門 

医学：医学

看護学：看護学入門

主題：こころとからだの科学

主題：心と体の健康

心理学 D：心理学概論 

心理学 F：対人関係の心理学 

心理学 H：心の理解と支援 

心理学 I：心理学入門 

主題：心の健康と援助 -臨床心理

学の観点から- A 

コミュニケーション

言語学：言語学概論

主題：人を動かすロジカルコ

ミュニケーション

社会学 G：コミュニティと住環境宇 

全学共通科目個別相関図（心理学） 

主題：心の健康と援助 -臨床心理

学の観点から- B 

主題：心と身体の関係と医療

主題：脳とストレス

主題：「ありふれた」病気の脳

科学 - その成り立ちと治療へ

の挑戦

社会学 D：ＴＢＬ－チーム基盤型学習で学ぶ社

会学－

主題：幼児教育から見える日本の文化と子ど

もたちの育ち



心と社会

心と身体

社会学 E：相互行為とコミュニケーションの社

会学

教育学：臨床教育学の諸問題

人間

主題：自己形成と他者をめぐる問題

心心理理学学分分野野のの概概要要：：心理学は心の働きや行動について実証的に明らかにしようとする学問です。心理学に

は、教育心理学、発達心理学、社会心理学、認知心理学、臨床心理学など様々な領域があります。上記の

コア科目のうち、「心理学 D」、「心理学 I」では、心理学の基礎を幅広く学習することができます。また、「心

理学 F」ではでは心理的発達と対人関係との関連について学びます。「心理学 H」では臨床心理学の基礎を、

主題「心の健康と援助-A」，「心の健康と援助-B」では臨床心理学の観点から心の健康について学びます。

心理学や心の働きと関連の深い学問領域やテーマについては、上記の関連科目で学習することができます。

主題：子どもの視座から教育を考える

哲学 D：哲学の基本問

題
論理学 A：論理学入門

倫理学 C：倫理学の基礎

生物学 B：基礎生物学 研究の方法

統計学 A：統計学入門

医学：医学

看護学：看護学入門

主題：こころとからだの科学

主題：心と体の健康

心理学 D：心理学概論

心理学 F：対人関係の心理学

心理学 H：心の理解と支援

心理学 I：心理学入門

主題：心の健康と援助 -臨床心理

学の観点から- A

コミュニケーション

言語学：言語学概論

主題：人を動かすロジカルコ

ミュニケーション

社会学 G：コミュニティと住環境宇

全学共通科目個別相関図（心理学）

主題：心の健康と援助 -臨床心理

学の観点から- B 

主題：心と身体の関係と医療

主題：脳とストレス

主題：「ありふれた」病気の脳

科学 - その成り立ちと治療へ

の挑戦

社会学 D：ＴＢＬ－チーム基盤型学習で学ぶ社

会学－

主題：幼児教育から見える日本の文化と子ど

もたちの育ち
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歴史学 A：歴史学の基礎 地域社会 自然・情報

 

思想・芸術・文化

 

 

芸術 B：現代芸術のこれまでとこ

れから

物理学 D：文系のための物理学 

主題：知プラ e 科目 ユーラシア大陸における人と金属生産

の関わり

歴史学E：環境史：新たな学融

合をめざして

全学共通科目個別相関図（歴史学） 

特別主題（地域）：里海から地

域の暮らしを考える

主題：知プラ e科目 四国の歴史と文化その 1/2 

歴歴史史学学分分野野のの概概要要：：歴史学は史料に基づき過去を再構成する学問です。歴史叙述としては、古代ギリシ

アや古代中国から存在しますが、厳密な史料批判に基づく学問としては 19 世紀に成立しました。その時

の史料の中心は政治的文書でした。現在、史料は絵画資料や映像などを含んで多岐に及んでいます。そ

れら残された史料の批判的検討を経ていかに過去を再構成するかが重要です。コア科目では具体的な歴

史的事象に即して、史料の特徴や歴史的なものの見方、歴史的研究法を学びます。この相関図は二つの

ことを示しています。まず一つは、歴史の対象が及んでいる範囲です。また、歴史的思考は単に過去を

懐古的趣味的に振り返るのではなく、現代への関心と結びついているので、現在の関心がいかに歴史的

思考と結びつくかを比較的よく示している講義群をあげています。各自の関心に従ってさらに学びを深

めたり、他の学問とどのように関わっているかを知る一つの道しるべとして相関図を利用して下さい。

法学 A イ：憲法入門 

哲学 D：哲学の基本問題 

書物との出会い：

近代ヨーロッパと現代

歴史学B：歴史的事実の成り立

ちかた
倫理学 C：倫理学の基礎 

社会・経済・政治・法・文化 

主題：知プラ e 科目 日本におけるドイツ兵捕虜

1914-1920－四国の収容所を中心に－ 

主題：知プラe科目 モラエスの徳島―グローバリズムと異邦人― 

書物との出会い：女と男 社会学 G：コミュニティと住環境 

主題:名画を読むー美術史入門ー 

主題：瀬戸内海の環境と保全

主題：こころとからだの科学

法学 A ロ：日本国憲法と国際社会 

主題：心と体の関係と医療

特別主題（地域）：瀬戸内地域活性化プロジェクト
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政治・経済・社会 

社会 政治 

経済 

主題：社会デザインとマイノリティ問題

 法法学学分分野野のの概概要要：：法とは、ひとが社会で活動するためのルールの一つで、道徳や宗教と異なり、国家の

強制権力の行使と深く結びついているものです。法は、そのような強制力を背景に、一方で犯罪などの逸

脱行為を抑止したり、紛争を解決したり、他方でひとの活動の自由を保障したり、利益を与えたりします。 

法学は、そのような法が過去・現在においてどうなっているのか、そして将来どうあるべきかを考える学

問です。これは、同時に、社会がどうあるべきかをも我々に問いかけます。したがって、法学に近しく感

じられる政治学・経済学だけでなく、歴史学・倫理学・社会学の素養も必要です。また、法学は、議論・

説得を通じてよりよい結論に向けて合意形成をめざす実践学です。その意味で、哲学・論理学などを背景

とした論理的思考が求められると共に、豊かなコミュニケーション能力も必要となります。

国際社会 

主題：国際協力論 A・B 

政治学 A：政治学入門 

哲学・倫理学・論理的思考

数学 A：さまざまな数の概念 

コミュニケーション

心理学 D：心理学概論 

哲学 D：哲学の基本問題 

論理学 A：論理学入門 

倫理学 C：倫理学の基礎 

主題：株式・債券の仕組み 主題：やさしい法学入門

社会学 D：TBL-チーム基盤型学習で学ぶ社会学- 

経営学：仕事とキャリアと組織

歴史 

歴史学 A：歴史学の基礎 

主題：オリンピックの歴史と文化

経済学 A：ミクロ経済学入門 

書物との出会いロ：女と男

書物との出会いイ：近代ヨーロッパと現代

社会学 G：コミュニティと住環境 

数学 E：確率・統計入門

全学共通科目個別相関図（法学） 

言語学：言語学概論

歴史学 E：環境史-新たな学融合をめざして 

歴史学 B：歴史的事実の成り立ちかた 

主題：企業と社会の関係Ａ・Ｂ

主題：身の回りの環境問題 A・B 

主題：生命保険を考える

主題：学習環境の現在と未来

主題：自己形成と他者をめぐる問題

主題：企業統治と法 A・B 

心理学 H：心の理解と支援 

法学 B 法学 A(ロ) 法学 A(イ) 

心理学 I：心理学入門 

社会学 E：相互行為とコミュニケーションの社会学 

主題：ヒューマンコミュニケーション

主題：人を動かすロジカルコミュニケーション

数学 B：ゲーム理論 統計学 A：統計学入門 

主題：アメリカ「帝国」とグローバリゼーション



政治・経済・社会

社会政治

経済

主題：社会デザインとマイノリティ問題

法法学学分分野野のの概概要要：：法とは、ひとが社会で活動するためのルールの一つで、道徳や宗教と異なり、国家の

強制権力の行使と深く結びついているものです。法は、そのような強制力を背景に、一方で犯罪などの逸

脱行為を抑止したり、紛争を解決したり、他方でひとの活動の自由を保障したり、利益を与えたりします。

法学は、そのような法が過去・現在においてどうなっているのか、そして将来どうあるべきかを考える学

問です。これは、同時に、社会がどうあるべきかをも我々に問いかけます。したがって、法学に近しく感

じられる政治学・経済学だけでなく、歴史学・倫理学・社会学の素養も必要です。また、法学は、議論・

説得を通じてよりよい結論に向けて合意形成をめざす実践学です。その意味で、哲学・論理学などを背景

とした論理的思考が求められると共に、豊かなコミュニケーション能力も必要となります。

国際社会

主題：国際協力論 A・B 

政治学 A：政治学入門

哲学・倫理学・論理的思考

数学 A：さまざまな数の概念

コミュニケーション

心理学 D：心理学概論

哲学 D：哲学の基本問題

論理学 A：論理学入門

倫理学 C：倫理学の基礎

主題：株式・債券の仕組み 主題：やさしい法学入門

社会学 D：TBL-チーム基盤型学習で学ぶ社会学- 

経営学：仕事とキャリアと組織

歴史

歴史学 A：歴史学の基礎

主題：オリンピックの歴史と文化

経済学 A：ミクロ経済学入門

書物との出会いロ：女と男

書物との出会いイ：近代ヨーロッパと現代

社会学 G：コミュニティと住環境

数学 E：確率・統計入門

全学共通科目個別相関図（法学）

言語学：言語学概論

歴史学 E：環境史-新たな学融合をめざして

歴史学 B：歴史的事実の成り立ちかた

主題：企業と社会の関係Ａ・Ｂ

主題：身の回りの環境問題 A・B 

主題：生命保険を考える

主題：学習環境の現在と未来

主題：自己形成と他者をめぐる問題

主題：企業統治と法 A・B 

心理学 H：心の理解と支援

法学 B 法学 A(ロ) 法学 A(イ) 

心理学 I：心理学入門

社会学 E：相互行為とコミュニケーションの社会学

主題：ヒューマンコミュニケーション

主題：人を動かすロジカルコミュニケーション

数学 B：ゲーム理論 統計学 A：統計学入門

主題：アメリカ「帝国」とグローバリゼーション

政政治治学学分分野野のの概概要要：：政治は、社会における紛争や利害を調整して公的な意思決定を行い、社会全体を統
合していく営みだと理解できます。政治学は、こうした政治にまつわる現象とその本質について分析・
研究する学問であり、古く古代ギリシャにさかのぼる学問といわれています。そこには、政治哲学から
有権者の投票行動まで、国際政治から地方自治までというように幅広い研究対象が含まれるとともに、
その知的体系は哲学、歴史学、心理学、社会学、経済学、法学などとも交錯しています。上記のコア科
目「政治学A」では、国と地方の政治を取り上げ、それぞれの政治制度や政治的な決定が行われるプロセ
スを概観するとともに、市民による政治への参加の動向について検討していきます。

全学共通科目個別相関図（政治学）

人間・心理

心理学D：心理学概論

心理学H：心の理解と支援

心理学I：心理学入門

法律

法学Aイ：憲法入門

法学B：経済社会と法

主題：落語に学ぶ民法入門

主題：企業統治と法A･B

主題：やさしい法学入門

政治学A：
政治学入門

経済

経済学A：ミクロ経済学入門

主題：戦後の日本経済－戦後復
興から東欧・ソ連の崩壊まで

主題：企業と社会の関係A･B

主題：株式･債券の仕組み

経営学：仕事とキャリアと組織

社会

社会学D：TBL－チーム基盤型
学習で学ぶ社会学－

社会学E：相互行為とコミュニ
ケーションの社会学

社会学G: コミュニティと住環境

歴史

歴史学A：歴史学の基礎

歴史学B：歴史的事実の成り立
ちかた

哲学・倫理学・論理的思考

哲学D：哲学の基本問題 倫理学C：倫理学の基礎

論理学A：論理学入門

地域・国際理解

主題：国際協力論A･B

主題：地域課題発見・解決のた
めの経済分析

主題：地域をデザインする

心理学F：対人関係の心理学

数学E：確率・統計入門

歴史学E：環境史：新たな学融
合をめざして

統計学A：統計学入門

主題：身の回りの環境問題A･B

法学Aロ：日本国憲法と国際
社会

主題：アメリカ「帝国」とグロ
ーバリゼーション

主題：戦後の日本経済－バブル
発生から平成の終わりまで

主題：市場と感情の科学

主題：社会デザインとマイノリ
ティ問題
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特別・複合領域

全学共通科目個別相関図（地学） 

地地学学分分野野のの概概要要：：地球科学は、地球や生命の誕生から進化、現在の地球上で起きている諸現象、宇宙と

地球の相互作用などを理解・解明する学問です。地球科学には、天文学、地質学、気象学など様々な領

域があります。上記のコア科目のうち、「地学Ｂ」、「地学Ｐ」では、地球科学の基礎から応用まで幅広く

学習します。

環境 

領域Ⅳ（生命・環境・地球）：身のまわ

りの環境問題 A・B 

生物・生態 

 
生物学 A：生物からのめぐ

み

生物学 B：基礎生物学 

生物学 C：基礎から学ぶ細

胞の生物学

災害・自然 

特別主題（地域）：防災リテラシー

養成講座（災害を知る）A・B 

特別主題（地域）：四国の自然環境

と防災

特別主題（数理・DS）：データサイ

エンスを活用した防災・危機管理

ココアアととななるる科科目目

地学 B： 
地球科学の基礎から応用

地学 P：地学実験 

特別主題（地域）：防災コンビテン

シー養成講座（災害に備える）

自然科学基礎実験

領域Ⅳ（生命・環境・地球）：瀬戸内

海の環境と諸課題

領域Ⅳ（生命・環境・地球）：瀬戸内

海の環境と保全

生物学 P：生物学実験 

領域Ⅳ（生命・環境・地球）：環境問題

を科学の視点で考える
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化化学学科科目目領領域域のの概概要要：：化学は物質の構造・性質・変化・相互作用について研究する自然科学の一分野

であり，他の自然科学 3 分野（物理学，地学，生物学）と密接な関係があります。上記コア科目で

は，学部の専門科目を学ぶうえで必要な化学の基礎を学びます。また，上記関連科目では，化学が私

たちの生活と社会にどのように関わっているかを学ぶことができます。さらに，生命と環境を理解

するには化学が欠かせないことを知ります。 

全全学学共共通通科科目目個個別別相相関関図図（（化化学学））  

自自然然（（宇宇宙宙とと地地球球））とと化化学学

地学 B：地球科学の基礎から応用 

地学 P：地学実験 

生生物物とと化化学学

 生物学 A：生物からのめぐみ 

生物学 C：基礎から学ぶ細胞の生物学 

環環境境とと生生命命

身身のの回回りりのの化化学学

 主題：身の回りの環境問題Ａ

主題：人類と微生物

主題：植物の病気：自然淘汰のメ

カニズムとして

物物性性・・エエネネルルギギーー・・電電磁磁波波とと

化化学学

物理学 A：物理学の基礎 I 

物理学 B：物理学の基礎 II 

物理学 D：文系のための物理学 

物理学 P：物理学実験 

ココアアととななるる科科目目

化学 B：基礎化学 

化学 P：化学実験 

化学 A： 化学の基礎 

特別・複合領域：自然科学基礎

実験

生物学 B：基礎生物学 

生物学 P：生物学実験 

主題：知プラ e 科目 身の回

りの放射線

化学 D：ものづくりの化学 主題：農業と植物科学

主題：環境問題を科学の視点で考

える

主題：疾病の仕組みを考える

主題：がんの科学、細胞が現代社

会に訴えること

主題：医学に関わる化学

主題：栄養学のすすめ

GGlloobbaall  eedduuccaattiioonn  ffoorr  cchheemmiissttrryy  

化学 E: Basic Chemistry 

主題：脳とストレス

主題：瀬戸内海の環境と保全

主題：毒の科学

主題：身の回りの環境問題Ｂ
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地地理理学学ＤＤ：食

文化と地域活

性化の地理学

政治・経済 

自然環境の多様性・法則性 

国際関係 

 

人間社会の多様性 

地域実践 

特別主題：地域活動

主題 領域Ⅳ：国際協力

論Ａ・Ｂ

物理・化学 

物理学 A：物理学の基礎Ⅰ 

生物 環境 

主題 領域Ⅳ：身の回りの

環境問題Ａ・Ｂ

主題 領域Ⅰ：アメリカ「帝

国」とグローバリゼーション

生物学 A：生物からのめぐみ 

政治学 A：政治学入門 

主題 領域Ⅳ：瀬戸内海の

環境と諸課題

人間 

生物学 B：基礎生物学 

論理学Ａ：論理学入門

倫理学Ｃ：倫理学の基礎

心理学 D：心理学概論 

歴史 

歴史学 A：歴史学の

基礎

歴史学 E：環境史：

新たな学融合をめ

ざして

地域・社会 

特別主題（地域）：知プラ e 科目 

哲学Ｄ：哲学の基礎問題

文化 

主題 領域Ⅰ：差別とマイノ

リティ

言語 

中国語・韓国語

英語

フランス語・ドイツ語

ギリシャ語・ラテン語

化学 A：化学の基礎 

地地理理学学分分野野のの概概要要：地理学は，「古くて新しい学問」であると言われます。その理由は，遠くギリシ

ャ・ローマ時代にすでに地理学的な考察が始まり，そして現在も小学校から大学に至るまで「地理」

を冠する授業科目（分野）が存在することにあります。地理学は，地球表面上の自然環境と人間活

動の特徴を，空間的・地域的視点に立脚して解明することを目標としています。大きく，自然環境

の地域性を扱う自然地理学，人間社会の地域性を扱う人文地理学，総合的な地域像の構築を目指す

地誌学の３分野から成ります。具体的には，さまざまな事象がどのように存在するのか，ある事象

がなぜある地域に存在するのか，他の事象とどのような関係にあるのか，それらが歴史的にどのよ

うに変化してきたのか，といった観点で考察が行われてきました。

文学Ｃ：経書購読

全学共通科目個別相関図（地理学） 



 

 





全学共通科目個別相関図（医学）

医学分野の概要：医学は、健康な生命体を基本として、疾病の原因と疾病に罹患した時の生命体の変化、
そして疾病の診断とその治療という一連の流れを含んでいる。疾病の発生には感染症や栄養状態、生活習
慣（食事内容や運動不足）等の要因が関与するが、さらに心理状態や社会経済的状況（災害を含む）もそ
の発症・増悪因子として見逃せないものである。「医学」ではこのうち臨床医学を採り上げ、内科や外科
のみならず、幅広い診療科の医師が様々な疾患の概説を行うと共に、現時点でそれぞれの診療科が対応で
きる先端医療についても触れる。これらの疾病理解により、疾患の早期発見・治療のみならず、疾患の発
生予防についても理解を深め実践する。

人間と健康 生命と環境

研究倫理

心理

社会とコミュニケーション

主題 領域Ⅳ：細胞膜の生理学

主題 領域Ⅳ：「ありふれた」病気の脳科学
- その成り立ちと治療への挑戦

主題 領域Ⅳ：医学にかかわる化学

主題 領域Ⅳ：脳とストレス

主題 領域Ⅳ：がんの科学、細胞が現代社会
に訴えること

主題 領域Ⅳ：疾病の仕組みを考える 生物学Ｃ：基礎から学ぶ細胞の生物学

主題 領域Ⅳ：身の回りの環境問題A,B

主題 領域Ⅳ：人類と微生物

主題 領域Ⅳ：環境問題を科学の視点で考える

主題 領域Ⅳ：知プラe科目タンパク質で生命を斬る

主題 領域Ⅱ：現代科学と研究倫理

心理学Ｄ：心理学概論

心理学Ｆ：対人関係の心理学

心理学Ｈ：心の理解と支援

主題 領域Ⅱ：心の健康と援助
―臨床心理学の観点から―A,B

社会学Ｇ：コミュニティと住環境

主題 領域Ⅱ：機能性食品と健康

主題 領域Ⅳ：国際協力論A,B

主題 領域Ⅰ：特別支援教育とは -誰一人
取り残さない社会のために-

主題 領域Ⅲ：知プラe科目 高度情報化社会の
歩き方

主題 領域Ⅲ：ヒューマンコミュニケーション

主題 領域Ⅰ：はじめて学ぶDRI

特別主題(地域)講義型：知プラe科目 四
国の自然環境と防災

特別主題(地域)講義型：防災リテラシー
養成講座(災害を知る)

特別主題(地域)実践型：防災コンピテン
シー養成講座(災害に備える)

主題 領域Ⅳ：毒の科学

主題 領域Ⅱ：脳と体の健康について

主題 領域Ⅳ：情報生物学と疾患遺伝の基礎

主題 領域Ⅳ：知プラe科目 知の探訪

心理学Ｉ：心理学入門

特別主題(数理・DS)：知プラe科目 デー
タサイエンスを活用した防災・危機管理

特別主題(数理・DS)：知プラe科目 災害
とデータサイエンス

防災

看護学：看護学入門

主題 領域Ⅱ：こころとからだの科学

主題 領域Ⅳ：心と体の健康

主題 領域Ⅱ：心と身体の関係と医療

主題 領域Ⅳ：若年層の疾病と健康管理A,B

学問への扉：国境を越える看護学〜
ユニバーサルヘルスカバレッジ

医療と看護

医学






